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念仏踊り…踊り継がれてゆく郷土芸能

4月3日は大寺薬師祭。毎年、この臼は、南須釜の東福寺境内で念仏踊

りが奉納され、春の訪れを告げる。

やわらかい春の日差しの中で、無心に舞い踊る子供1こちO 花笠に手甲関
半、晴れ着で着飾った子供たちは、建の音に合わせ、克事な爵りを披露する。

300余年の伝統は、この子供たちから次の世代へ、しっかりと受け継がれ

てゆく。
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三
月
定
例
議
会
は
、
三
月
八
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
八
日
間
に
わ
た
っ
て
関
か

れ
、
昭
和
五
十
八
年
度
の
い
村
ゅ
っ
と
り
の
指
針
と
な
る
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
十
五
億
一
千
五
百
四
十
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
ま
す
と
伸
、
び
率
は

0
・
五
%
で
す
。

経
済
不
況
の
反
映
は
地
方
財
政
ま
で
波
及
し
、
本
年
度
は
緊
縮
型
予
算
の
編
成

と
な
り
ま
し
た
。
新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
グ
ラ
フ
を
使
っ
て
ど
紹
介
し
ま
す
。

固定資産税
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予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て

経
済
不
況
の
あ
お
り
で
、
地
方
財
政
を
と

り
ま
く
環
境
は
特
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す。

う
し
た
観
点
か
ら
本
年
度
の
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
は
、
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見

直
し
な
ど
に
よ
り
、
経
費
の
節
減
に
努
め
る

と
と
も
に
、
補
助
事
業
の
導
入
な
ど
に
よ
り

財
源
の
確
保
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

A

一
方
、
歳
出
面
で
は
経
常
的
経
費
(
物
件

費
や
維
持
補
修
費
な
ど
〉
を
極
力
押
え
、
投

資
的
経
費
は
事
業
の
必
要
緊
急
性
、
優
先
性

を
考
慮
し
た
重
点
選
別
主
義
が
採
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
村
の
重
点
事
業
の
い
く
つ

か
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

今
年
度
の

点
事
業
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道
路
は
産
業
、
文
化
の
発
展
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

で
あ
り
、
生
活
環
境
整
備
の
必
須
の
条
件
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
年
も
幹

線
村
道
や
生
活
道
路
を
中
心
に
、
一
農
道
を
含
め
た

道
路
網
の
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

主
な
も
の
と
し
て
は
、
川
辺
J
南
宿
線
の
道
路

改
良
舗
装
工
事
、
小
高
(
高
原
地
区
〉
な
ど
四
ケ
所

の
農
道
改
良
事
業
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
災
個
所

は
、
災
害
復
旧
事
業
と
し
て
復
旧
さ
れ
ま
す
。

道
路
管
理
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
整
備
作
成

が
進
め
ら
れ
て
い
る
道
路
台
帳
は
、
今
年
度
も
引

き
続
き
整
備
さ
れ
ま
す
。

地
域
の
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、

業
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

団
体
営
ほ
場
整
備
事
業

こ
の
事
業
は
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
継
続
事
業

と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度
は
、

白
坂
・
仁
戸
内
地
内
の
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
o

p

農
道
を
は
じ
め
、
暗
き
ょ
排
水
な
ど
が
行
わ
れ
、

農
業
基
盤
の
整
備
が
図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
規

事
業
と
し
て
山
小
屋
地
区
全
域
に
わ
た
る
ほ
場
整

備
事
業
の
う
ち
一
部
が
着
工
さ
れ
ま
す
。

阿
武
隈
中
部
第
二
地
区
の
農
用
地
開
発
事
業
の

推
進
(
水
内
・
大
井
沢
地
区
着
工
)

水
田
再
縞
成
対
策
の
推
進

畜
産
の
振
興
ハ
高
令
者
等
肉
用
牛
飼
育
事
業
な

ど〉そ
の
他
、
森
林
対
策
事
業
や
農
業
後
継
者
対
策

に
も
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
く
つ
か
事

村
民
運
動
場
の
整
備

本
年
度
は
す
で
に
造
成
さ
れ
た
而
積
約
四
万
2m

に
野
球
場
ニ
面
(
陸
上
競
技
用
四

O
O
m
ト
ラ
ヅ

ク
併
設
)
、
ゲ
ー
ト
ポ

i
ル
場
一
面
が
整
備
さ
れ

ま
す
。そ
の
外
に
管
理
棟
や
駐
車
場
の
舘
装
、
芝
ス
タ

ン
ド
表
面
の
地
下
排
水
工
事
が
施
行
さ
れ
、
今
秋

に
は
立
派
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成
す
る
子
定
で

ム
j

。東
部
体
育
館
建
設
事
業

最
近
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
に
伴
い
、
地
区
住
民
の

需
要
と
要
請
が
高
ま
っ
て
い
た
体
育
館
、
が
、
須
釜

幼
稚
園
隣
り
に
建
設
さ
れ
ま
す
。

鉄
筋
鉄
骨
造
り
、
広
さ
約
一
、
一

o
o
dで
利

用
度
の
高
い
、
勤
労
者
体
育
館
が
お
目
見
え
し
ま

す。

一
一
審
人
鋸
縮
瞳
韓
親
会
計
予

一
耳
鳴
七
千
ニ
一
額
一
一
一
十
九
万

一
老
人
保
健
制
度
の
実
施
に
伴
な
っ
て
老
人
の
辺
司
叶
寸

i

一
適
正
な
医
療
を
確
保
す
る
た
め
、
七

O
才
以
上
一
~
茂
ゲ
一
日
一

一
の
老
人
の
医
療
支
払
い
を
老
人
保
健
特
別
会
計
門
別
相
川
↓

U

E

で

行

わ

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

訪

問

一

お

一

一
高
齢
化
社
会
が
進
む
に
つ
れ
て
国
民
健
康
保
険
一
議
山
一
弘
一

一
財
政
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
老
人
一
手
法
司
対
小
説
川

一
保
健
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
が
、
老
一
一
♂
一
一
一
家
一
一
一
途

一
人
の
医
療
費
を
国
が
二
割
、
県
、
市
町
村
が

O

臼
一
ん
ー
に
よ
7
1
Jア

E

・
五
割
保
険
者
が
七
割
負
担
し
あ
っ
て
共
同
で

i

一一ふ獣一一一
U
三一
r
j
¥

:一ぶ万一二人一援¥川市一諾

一
ま
か
な
う
わ
け
で
す
。
品
成
一
ぺ
叫
ん
¥
一
一
人
?
:
一
j
1

一

一
今
年
度
の
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
は
、
医

J
T
J
U
J
川
河
¥av-

-
療
費
の
伸
び
率
や
老
人
の
加
入
率
な
ど
、
綿
密

一
な
基
礎
資
料
を
も
と
に
推
計
さ
れ
て
い
る
わ
け
認
符
可
川
ぺ
叫

一

で

す

。

一

一

渓

町

一

丸

一

弘

一

当

初

予

算

と

し

て

一

億

七

千

二

百

三

十

九

万

五

ザ

i
下
i

一

円

が

上

げ

ら

れ

て

い

ま

す

。

一

一

品

娘

二

日

一

間

…
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)
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歳
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8，595 
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三i覇墨草革開重董E奪事主重重億三3霊童ヨ豊田三
昭
和
五
十
八
年
度

国
保
特
別
会
計
は
医

療
費
の
効
率
化
、
適

正
化
を
重
点
と
し
て
、

本
年
度
も
給
付
事
務

の
一
部
を
継
続
し
て

電
算
処
理
す
る
予
定

で
す
。ま
た
、
被
保
険
者

の
健
康
管
理
と
疾
病

予
防
の
た
め
、
成
人

病
対
策
に
も
力
を
入

れ
る
考
え
で
す
。
そ

の
他
と
し
て
は
、
医

療
費
通
知
を
年
四
回

行
な
い
、
医
療
費
に

対
し
て
の
主
旨
、
普

及

K
つ
と
め
ま
す
。

今
回
の
予
算
が
昨

年
度
と
違
う
と
乙
ろ

は
、
老
人
保
健
制
度

の
実
施
に
よ
っ
て
、

老
人
の
医
療
分
が
拠

出
金
と
し
て
支
払
基

金
に
支
払
わ
れ
る
乙

と
を
算
定
に
し
て
、

十
分
考
慮
さ
れ
た
予

算
編
成

K
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、

当
初
予
算
は
四
億
六

百
五
十
七
万
円
が
計

上
さ
れ
、
前
年
対
比

で
一
一
一
・
一
一
応
の
伸
び

と
な
り
ま
し
た
。

予備費 8，447

基金積立金 3，246(0.8) 

保健施設費 2，051(0.5) 

諸支出金 263 

公債費 86
5 

1 

国庫支出金

247，044 (60.8) 

財産収入 3，245(0.8) 

諸収入 540(0.1)

県支出金 296 

使用料及び

手数料

繰越金

繰入金24，856 
(6.1 ) 

法
定
七
割
、
乳
幼
児
十
割
、
妊
産
婦
十

割
等
、
そ
れ
ぞ
れ
給
付
さ
れ
る
も
の

一
ヶ
月
の
医
療
費豆一、

8
0
円
以
上

を
支
払
っ
た
場
合
(
非
課
税
世
帯
は

一一五、

c
c
c円
以
上
)
そ
の
超
え
た
分
が

る
も

被
保
険
者
が
出
産
し
た
場
合
、
助
産

費
と
し
て
十
万
円
を
支
給
す
る
も
の

林
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
A
円
葬
祭

費
と
し
て
三
万
円
を
支
給
す
る
も
の

蕗
域
簡
易
水
道

事
業
会
計
予
算

昭
和
五
十
八
年
度
広
域
簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算
の
資
本
的
支
出
の
中
で
、

新
し
く
水
源
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
J

乙
れ
は
、
年
々
増
大
す
る
給
水
需
要
に
対
応
し
、
将
来
、
活
用
で
き
る
水
資

源
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

あ
わ
せ
て
そ
の
水
量
や
水
質
に
つ
い
て
も
調
査
さ
れ
ま
す500 

。

建設改良費

15， 120 

企業債償還金

2. 690 

費

企業債等

備予
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選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
行
為
で
あ
り
、
わ

た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
願
い
を
反
映
さ
せ
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

地
方
選
挙
は
、
身
近
な
選
挙
で
あ
る
た
め
に
、
義
理
、
人
情
が
か
ら

ん
だ
り
買
収
、
供
応
な
ど
が
は
び
こ
る
機
会
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。
明
る
く
、
き
れ
い
な
選
挙
に
は
、
み
な
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
覚

と
理
解
が
必
要
で
す
。
よ
り
よ
い
県
政
、
住
み
よ
い
村
政
を
つ
く
り
あ

げ
て
ゆ
く
た
め
に
も
、
冷
静
で
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
た
い
も
の
で

す
。
統
一
地
方
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
選
挙
で

す
。
自
分
自
分
の
意
志
と
判
断
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

県
議
会
議
員
選
挙
は

4
月
初
日

市

町

村

長

村

議

会

議

員

(
日
)

選
挙
は

4
月
倒
的
自
(
日
)

投
票
日
で
す

投
票
時
間
は
、

午
前

7
時
か
ら
午
後

6
時
ま
で

県
議
会
議
員
選
挙

昭
和
お
年
4
月
日
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
か
た
で
、
昭
和
町
年
ロ
月
幻
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
村
内
に
住
所
が
あ
り
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

し
た
が
っ
て
、
昭
和
町
年
ロ
月
お
日

以
降
に
玉
川
村
に
転
入
し
た
人
、
ま
た

は
県
内
の
他
市
町
村
に
転
出
し
た
人
は

旧
住
所
地
の
市
町
村
で
選
挙
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

よ
く
見

州
新
一
計
一
…
選
挙

昭
和
お
年
4
月
お
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
か
た
で
、
昭
和
見
年
1
月
日
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
村
内
に
住
所
が
あ
り
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か

た。
投
票
日
に
次
の
理
由
が
あ
る
か
た

は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
他
の
投
票
区
で
仕
事
が
あ
る

た
と
え
ば
、
出
張
や
出
稼
ぎ
な
ど

③
や
む
を
得
な
く
、
他
の
市
町
村
で
仕

事
以
外
の
用
事
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
冠
婚
葬
祭
や
団
体
旅

行
等

③
病
気
や
お
産
な
ど
で
歩
く
の
が
困
難

な
場
合

不
在
者
投
票
は
早
め
に

し
ま
し
ょ
う

よ
く
聞
き

三
な
い
運
動
で

明
る
い
選
挙

鮮
語
士
司
析

な

ら
れ

お

き
よ
く
考
え
て

入場券
もとめない

の3つの基本を守ることから始まります。
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こ
の
運
動
は
新
入
学
期
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
学
校
や

家
躍
は
も
ち
ろ
ん
県
民
総
ぐ

る
み
で
新
入
学
ハ
菌
)
児
童

@
麗
児
の
交
通
事
故
防
止
の

推
進
を
密
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
四
月
六
日
ハ
水
〉
か
ら

四
月
十
五
日
〈
金
〉
ま
で
の
十

日
間
、
実
施
さ
れ
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
安
全
は
あ
な
た
の
マ

ナ

i
と
ん

i
ル
か
ら
」

みん急
ぎとい
で

ひ見も
だま
りすき
ち

電量

昨
年
一
年
間
に
歩
行
中
交

通
事
故
で
死
亡
し
た
人
は
県

内
に
六
六
人
い
ま
し
た
。

そ
の
内
こ
ど
も
は
二
三
人

で
お
よ
そ
三
分
の
一
に
も
な

っ
て
い
ま
ム
3
0

け
が
を
し
た
人
も
加
え
る

と
八
二
五
人
も
の
こ
ど
も
が

交
通
事
故
に
あ
‘
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
内
交
通

ル
i
ル
や
マ
ナ
ー
を
正
し
く

守
っ
て
い
た
の
は
一
八
ご
人

で
五
人
に
一
人
で
す
。

交
通
ル

i
ル
を
守
り
、
正

し
い
横
断
や
通
行
を
心
が

け
、
交
通
事
故
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は

一
急
な
と
び
出
し
ゃ
寧
の
か
げ
か
ら

の
誤
断
を
し
な
い
。

二
信
号
を
必
ず
守
り
無
理
な
横
断
を

し
な
い
。

一
一
一
横
断
歩
道
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
必

ず
横
断
歩
道
を
渡
る
。

四
道
路
で
遊
ん
だ
り
、
歩
き
な
が
ら

の
ふ
ざ
け
っ
こ
を
し
な
い
。

五
自
転
車
に
乗
る
時
は
自
動
車
に
気

を
つ
け
、
一
時
停
止
の
標
識
の
あ
る

交
差
点
で
は
必
ず
止
ま
り
、
左
右
の

安
全
を
確
め
る
。

を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

保
護
者
の
み
な
さ
ん
、
特
に
お
母
さ

ん
は
こ
ど
も
達
の
生
き
た
教
材
@
手
本

で
す
。
こ
ど
も
達
が
交
通
ル
i
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
る
よ
う
、
お
母
さ
ん
を
は
じ

め
家
族
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
地
域
の

人
た
ち
み
ん
な
で
守
り
導
い
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

運
動
期
間
中
、
村
内
に
お
い
て
、
交

通
安
全
協
会
泉
郷
分
会
・
須
釜
分
会
を

は
じ
め
、
母
の
会
、
学
校
、
役
場
職
員

い
っ
こ

消
防
毘
等
が
推
進
母
体
と
な
り
コ
一
戸

ひ
と
り
い
っ
ち
ょ

5

一
人
一
朝
運
動
」
と
言
う
こ
と
で
街
頭

指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

か
わ
い
い
こ

ど
も
さ
ん
を
、

交
通
事
故
か
平

ら
守
る
た
め

υ

保
護
者
の
み

h~

な
さ
ん
を
は
/
』

じ
め
地
域
の

方
々
の
御
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ン
っ
て

最
近
、
家
庭
、
職
場
な
ど
に
セ
ー
ル

ス
マ
ン
が
戸
別
訪
問
し
て
、
説
明
し
な

が
ら
商
品
を
売
っ
た
り
、
販
売
契
約
を

し
た
り
す
る
訪
問
販
売
が
横
行
し
て
い

ま
す
。消
費
者
は
、
時
間
を
か
け
ず
に
居
な

が
ら
に
し
て
商
品
が
購
入
で
き
る
利
点

が
あ
り
ま
す
が
、
強
引
引
な
売
り
方
に
よ

っ
て
、
不
必
要
な
商
品
を
購
入
し
て
し

ま
う
危
険
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
訪
問
寂
売
で
契
約
を
す
る

と
き
の
心
得
と
、
ク
!
リ

γ
グ
・
オ
フ

制
度
ハ
契
約
後
の
解
除
〉
に
つ
い
て
知

っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

10訪

約
心
得

①
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
目
的
を
確
認
す

る。

@

セ

i
ル
ス
マ
ン
の
身
元
を
確
認
す

る。

③
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
、
よ
く
考

え
る
こ
と
。

④
商
品
知
識
の
な
い
者
が
、
す
ぐ
飛

び
つ
い
て
買
う
の
は
危
険
で
す
。

⑤
買
う
時
〈
契
約
す
る
時
〉
は
、
治

費
者
の
特
典
ク
i
リ
ン
グ
オ
フ
を
よ

く
知
っ
て
お
く
こ
と
。
ハ
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
〉
。

⑤
す
ぐ
全
額
現
金
を
支
払
っ
て
し
ま

う
と
ク

1
リ
ン
グ
オ
フ
の
適
用
、
が
う

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑦
安
易
に
印
を
お
き
な
い
こ
と
。

③

頭

金

な

ど

の

受

領

書

は
、
保
存
す
る
こ
と
。

⑨
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
ら
泣
き
寝
入

り
し
な
い
で
業
者
と
話
し
合
う
こ
と
。

⑮
解
決
し
な
い
持
は
、
市
町
村
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
。

グ
i
リ
ン
グ
オ
フ
と
は
、
訪
問
販
売

な
ど
で
売
買
契
約
の
申
し
込
み
ゃ
、
契

約
が
結
ぼ
れ
た
日
を
含
み
、
一
定
期
間

内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
の
解
除

(
又
は
申
し
込
み
の
撤
由
)
が
で
き
る

制
度
で
す
。

訪
問
販
売
、
生
命
保
険
な
ど4
日
以
内

マ
ル
チ
蔀
法
:
:
:
:
:
:
日
日
以
内

宅
地
建
物
取
引

j
i
-
-
-
5
自
以
内

ク
!
日

す
る

解
約
の
意
思
表
示
を
す
る
場
合
は
、

必
ず
書
面
で
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ

う
。
そ
の
際
、
内
容
証
明
郵
便
や
配
達

証
明
郵
便
で
出
す
と
確
実
で
す
。

ま
た
、
電
報
を
使
う
の
も
一
つ
の
方

法
で
す
。
要
は
、
解
約
の
通
知
が
ク
リ

ー
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
に
発
信
さ
れ
た

と
い
う
証
拠
を
残
す
こ
と
で
す
。
フ
が

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
グ
l
リ

γ
グ

.
オ
フ
が
で
き
ま
せ
ん
。

マ
ク

1
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
経
過
し

た
場
合

マ
化
粧
品
や
健
康
食
品
な
ど
の
消
耗
品

で
二
部
を
「
使
用
」
ま
た
は
、
「
消

費
」
す
る
と
ク

i
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

で
き
な
く
な
る
旨
を
告
げ
ら
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
使
用
」
ま

た
は
「
消
費
」
し
た
場
合

マ
代
金
を
全
額
支
払
っ
た
場
合
現
金
購

入
の
場
合
、
迷
い
が
あ
る
と
き
は
、

値
段
の
安
い
商
品
で
あ
っ
て
も
即
金

買
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
乗
用
自
動
車
の
場
合
最
後
に
こ
う
し

た
ト
一
ブ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た

め
に
は
、
う
ま
い
誘
い
に
は
乗
ら
な

い
こ
と
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る
勇
気
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

クーリング・オフによる

「契約解除j通知文の審き方

契

約

解

除

通

知

簿
入
者
住
所
氏
名

住
所
飯
売
会
社
代
表
取
締
役
波

昭
和

O
O年
O
R
O
O日
付
で
、
食

社
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
ハ
氏
名
〉
と
締
結

し
ま
し
た
(
商
品
名
〉
の
燦
入
契
約
を
、

「
訪
問
厳
死
等
に
践
す
る
法
律
」
第
六

条
の
規
定
に
議
づ
き
解
除
し
宝
す
。

〈
代
金
の
一
郎
を
支
払
っ
た
場
合
の

み
、
以
下
を
加
え
る
〉

つ
き
ま
し
て
は
、
当
該
契
約
に
際
し
て

支
払
い
ま
し
た
金

O
O同
也
は
、
。
。

銀
行

O
O支
度
(
普
通
預
金
)
口
腹

O

O
号
へ
猿
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
湾
問
聞
は
早
め
に
引
き
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

昭
和

O
O年
O
O
R
O
O
R

「害警留重喜使」または「内容証明郵便Jで出してください。



成
山
相
似

一
ニ
時
間
に
わ
た
る
講
演
終
了
後
、

参
加
し
た
人
に
生
の
声
を
開
い
て
み

ま
し
た
。

青
年
、
婦
人
、
老
人
と
立
場
は
ち

が
っ
て
も
、
健
康
を
考
え
る
気
持
ち

は
関
じ
よ
う
で
す
。

「
た
め
に
な
っ
た
」
「
よ
か
っ
た
」

の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
こ
と
を
生
活
の
中
で
、
活
か
す
か

否
か
が
健
康
の
秘
訣
に
つ
な
が
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

終鎗なごやかさが漂うなかで

昭
和
五
十
七
年
度
の
三
者
の
つ
ど
い

が
、
去
る
二
月
二
十
七
日
〈
日
〉
須
釜

公
民
館
で
関
か
れ
ま
し
た
。

婦
入
会
を
は
じ
め
、
青
年
間
や
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
々
約
二
百
名
が
参
加
し
、

約
三
時
間
に
わ
た
る
講
演
に
熱
心
に
耳

を
領
け
て
い
ま
し
た
。

午
前
の
部
は
、
大
野
診
療
所
長
の
大

野
悦
人
先
生
に
よ
る
「
酒
害
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
講
潰
が
あ
り
、
精
神
的

な
蹟
に
メ
ス
を
い
れ
、
酒
害
の
な
り
た

ち
ゃ
症
状
、
治
療
を
わ
か
り
や
す
く
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後

に
は
県
保
健
語
生
協
会
第
一
診
療
所
長

で
あ
る
大
川
知
之
先
生
に
よ
る
講
演

「
長
寿
へ
の
出
発
い
が
あ
り
ま
し
た
。

日
墳
の
健
康
管
理
が
い
か
に
大
切
で

あ
る
か
を
先
生
独
特
の
ソ
フ
ト
な
語
り

湯沢てい子さん

(主婦〉

今
回
初
め
て
の
こ
と
で
す
が
、
こ
う

い
っ
た
外
で
の
勉
強
に
で
き
る
だ
け
出

た
い
で
す
ね
。
家
族
の
健
康
管
理
の
た

め
に
も
実
行
で
き
る
こ
と
は
進
ん
で
や

っ
て
ゆ
き
た
い
で
す
ね
。

ロ
で
話
さ
れ
、
普
段
静
ま
り
か
え
る
会

場
も
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
話
術
に
引
き

つ
け
ら
れ
、
終
始
な
ご
や
か
さ
が
漂
っ

て
い
ま
し
た
。

今
自
の
講
演
に
は
特
に
年
輩
の
方
達

が
多
数
出
席
さ
れ
た
の
が
印
象
的
で
、

健
康
に
つ
い
て
関
心
の
高
さ
を
物
語
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

お
酒
を
飲
む
と
き
は

楽
し
く
も
お
い
し
く

適
正
飲
酒
の
す
す
め

私
た
ち
は
、
社
会
生
活
を
す
る
う
え

で
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
接
す
る
機
会
が
多

く
あ
り
ま
す
。
中
毒
ま
で
は
行
か
な
く

イ
ン
タ
ビ
ュ
!

草野光篠さん

〈団体職員〉

自
分
に
関
係
あ
る
こ
と
な
の
で
興
味

深
く
開
き
ま
し
た
。
青
年
間
や
っ
き
あ

い
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い
し
、
酒

害
に
つ
い
て
知
っ
た
だ
け
で
あ
タ
メ
に

な
り
ま
し
た
。

て
も
、
酒
に
よ
る
犯
罪
や
酔
っ
ぱ
ら
い

運
転
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
G

飲
酒
に
対

し
て
も
、
し
っ
か
り
し
た
態
度
を
も
っ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
濡
を
飲
む
持
の

六
つ
の
注
意

①
お
溜
の
無
理
強
い
を
し
な
い

お
潜
に
は
錨
人
差
が
あ
り
ま
す
。

@
お
酒
の
量
一
は
ほ
ど
ほ
ど
に
す
る
。

③
強
い
酒
は
薄
め
て
飲
む

強
い
酒
を
そ
の
ま
ま
欽
む
と
、
ア
ル

コ
ー
ル
を
体
内
に
吸
収
す
る
の
が
早
ま

り
、
悪
酔
い
の
掠
悶
に
な
り
ま
す
。

④
食
べ
な
が
ら
飲
む
心
が
け
を

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
良
質
の

タ
ン
パ
ク
質
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑤

毎

日

続

け

て

飲

ま

な

い

ヨ

《
dι
同
町
、
嗣

肝
蔵
の
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
に
持
川

も
、
少
な
く
と
も
過
に
一
一
日
の
溜
な
し
苔
伽

日
を
o

J

a

@
遅
く
て
も
夜
十
二
時
で
や
め
る
一

翌
朝
ま
で
体
内
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
残
一

さ
な
い
よ
う
に
、
平
め
に
き
り
あ
げ
を
一

野崎ナツさん

(無職〉

良
か
っ
た
良
か
っ
た
だ
け
だ
な
い
。

私
ら
ぐ
ら
い
に
な
る
と
何
よ
り
の
話
し

で
す
。こ
の
あ
と
も
是
非
、

い
し
た
い
ね
。

い
い
話
し
を
お

イ
ン
タ
ビ
ュ
j

熊田久実子さん

〈主婦〉

白
衣
を
着
て
話
す
よ
り
も
親
し
み

が
も
て
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す

ね
。
な
ん
で
悪
い
の
か
詳
し
く
話
し

て
い
た
だ
い
て
食
生
活
が
い
か
に
大

事
で
あ
る
か
再
認
識
し
ま
し
た
。

お
年
寄
だ
け
で
な
く
、
子
供
を
育

て
て
い
る
若
い
主
婦
に
も
絶
対
プ
ラ

ス
に
な
り
ま
し
た
ネ
。

小針守次さん

(農業〉

わ
た
し
が
説
得
さ
れ
た
よ
う
な
気

分
だ
っ
た
な
い
。
こ
の
話
し
の
お
蔭

で
五
年
ぐ
ら
い
は
長
生
き
で
き
そ
う

で
す
。
講
師
先
生
の
講
師
料
よ
り
も

高
い
お
金
を
出
し
て
も
、
仲
々
聞
け

な
い
ほ
ど
タ
メ
に
な
っ
た
内
容
だ
っ

た
ι
江
い
。

んAC
 
子
豹
ヌキ
後

井石

ま
ず
第
一
に
や
せ
る
こ
と
が
私
の

健
康
に
つ
な
が
る
こ
と
で
す
ね
。
開

い
た
話
し
の
う
ち
一
一
つ
ぐ
ら
い
は
実

行
し
た
い
と
患
い
ま
す
。
開
こ
う
と

思
っ
て
も
開
け
な
い
話
し
の
内
容
で

し
た
。
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米
を
使
っ
た
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
が
、

三
月
九
日
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

米
の
消
費
拡
大
運
動
の
一
還
と
し
て

行
わ
れ
る
こ
の
コ
ン
グ

1
ル
も
今
年
で

三
年
目
を
迎
え
、
台
所
を
あ
ず
か
る
主

婦
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た

も
の
が
数
多
く
出
品
さ
れ
ま
七
た
。

農
協
や
婦
人
会
、
農
業
改
良
推
進
員

の
方
々
の
協
力
で
、
今
回
の
出
数
品
は

昨
年
よ
り
十
点
多
い
四
十
五
点
で
、
創

意
工
夫
、
普
矛
性
、
味
、
盛
付
の
四
点

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
貧
血
防
止
の

た
め
に
レ
バ
ー
を
上
手
に
取
り
入
れ
た

り
、
ホ
!
今
リ

I
ジ
ン
グ
し
た
冷
凍

食
品
を
利
用
し
た
り
、
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
と
生
活
の
知
恵
が
生
か
さ
れ
た
の
が

特
徴
で
す
。

審
査
の
あ
と
は
全
員
で
試
食
を
し
、

「
こ
ん
な
の
は
手
軽
に
で
き
そ
う
ネ
」

と
か
「
孫
の
オ
ヤ
ツ
に
最
適
」
な
ど
の

声
が
さ
さ
や
か
れ
、
仲
々
好
評
で
し

た
n
y入
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す。最
優
秀
賞

優

秀

賞

努

力

賞

味も{中々 好評・・・…全員で試食

11 

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

大
野
米
〈
南
須
釜
〉

レ
バ

l
お
ふ
か
し

吉
村
ミ
ヤ
(
南
須
釜
〉

セ
リ
入
り
混
ぜ
ご
は
ん

石
森
ヨ
シ
(
山
小
屋
)

か
た
く
り
も
ち

滝
口
ハ
ツ
子

(

H

〉

小
判
焼
き

大
和
田
洋
子
〈
吉
〉

ラ
イ
ス
ボ

i
ル
中
華
風
あ

ん
か
け

車
田
マ
サ
ヨ
(
小
高
〉

レ
バ

l
入
り
ピ
ラ
フ

小
林
知
子
会
也
崎
〉

枝
豆
チ
ャ
ー
ハ
ン

曲
山
タ
ケ
ノ
〈
蒜
生
〉

ひ
じ
き
ご
は
ん

宗
形
恵
子
〈
北
須
釜
〉

玄
米
三
色
む
す
び

小

針

俊

子

(

中
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す
モ
チ
を
つ
い
て

歓

送

迎

会

小
高
子
ど
も
育
成
会

小
高
の
子
ど
も
育
成
会
で
は
、
卒

業
す
る
六
年
生
と
新
し
く
入
学
す
る

一
年
生
の
歓
送
迎
会
を
兼
ね
て
、
三

月
二
十
日
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
モ

チ
っ
き
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

父
兄
や
子
ど
も
達
、
百
二
十
名
が

に
ぎ
や
か
に
参
加
し
、
キ
ネ
や
千
本

ギ
ネ
で
一
斗
八
升
の
そ
チ
を
つ
き
あ

げ
ま
し
た
。
っ
き
た
て
の
そ
チ
は
、

き
な
粉
モ
チ
や
雑
煮
モ
チ
に
し
て
、

お
腹
い
っ
ぱ
い
に
味
わ
っ
て
い
ま
し

た

。

ヌ

心
に
残
る
思
い
出
の
一
つ
と
し
て

企
画
し
た
モ
チ
っ
き
は
、
ま
ち
が
い

な
く
子
ど
も
達
の
心
に
深
く
刻
ま
れ

た
よ
う
で
す
。

、J

あ
な
た
の
知
っ
て
い
る
身
近
な
話

題
や
催
し
物
、
行
事
な
ど
何
で
も
結

構
で
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
す

ぐ
取
材
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

企

画

課

広

報

係

雷
三
一

O
一
内
線
四
六

亨
子
育
て
を
考
え
る

映

画

教

室

蒜

生

婦

人

会

蒜
生
婦
人
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
子

育
て
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
活
動
の

一
つ
と
し
て
映
画
教
室
を
開
き
ま
し

た。
特
に
若
い
お
母
さ
ん
達
に
見
て
も

ら
お
う
と
夜
七
時
す
ぎ
か
ら
始
ま

り
、
「
叱
っ
て
よ
い
時
、
わ
る
い
時
」

と
「
子
育
て
の
こ
こ
ろ
」
の
二
本
が

上
映
さ
れ
ま
し
た
。
ど
れ
も
子
育
て

の
ポ
イ
ン
ト
を
e

か
っ
ち
り
つ
か
ん
だ

今日だけはちょっぴりおすまし顔

内
容
だ
け
に
、
真
剣
な
表
情
で
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

家
庭
教
育
の
あ
り
方
や
し
つ
け
に
つ

い
て
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
つ
つ
あ
る

現
在
、
わ
が
家
の
子
育
て
の
心
構
え

は
い
か
に
。
見
終
っ
た
後
は
、
子
育

て
の
む
ず
か
し
さ
と
大
切
さ
に
つ
い

て
談
話
が
は
ず
み
、
-
有
意
義
な
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

V

保
育
所
で

ひ
な
祭
り

ち
ょ
っ
ぴ
り
お
す
ま
し

女の子も千本キネをもって

泉
保
育
所
で
は
、
一
二
月
三
日
の
桃

の
節
句
に
楽
し
い
ヒ
ナ
祭
り
を
し
ま

し
た
。も
う
す
ぐ
修
了
式
を
迎
え
る
最
年

長
組
の
子
供
達
が
、
み
ん
な
で
一
緒

に
作
っ
た
紙
の
衣
装
に
身
を
つ
つ
ん

で
、
思
い
出
の
写
真
を
と
り
ま
し

た
。
ふ
だ
ん
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
供

た
ち
も
、
さ
す
が
段
の
上
で
は
す
ま

し
顔
に
変
身
。
か
わ
い
ら
し
い
お
ひ

な
様
と
お
だ
い
り
様
が
何
組
も
出
来

あ
が
り
ま
し
た
。
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査
員

議
会
を
設
立

会
長
に
小
針
英
章
さ
ん
を
選
任

統
計
調
査
の
仕
事
の
内
容
が
、
年
々

複
雑
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

村
内
の
統
計
調
査
員
と
し
て
経
験
豊
富

な
方
々
の
加
入
を
得
て
、
会
員
相
互
の

親
睦
と
統
計
調
査
事
業
の
円
滑
な
遂
行

を
は
か
ろ
う
と
い
う
目
的
の
も
と
に
、

去
る
三
月
十
八
日
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
下
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

大
字
中
の
小
針
英
章
さ
ん
ら
が
発
起
人

代
表
と
な
っ
て
、
玉
川
村
統
計
調
査
員

協
議
会
設
立
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た。
設
立
総
会
に
は
、
県
統
計
調
査
謀
、

相
原
主
事
、
石
川
町
統
計
調
査
員
協
議

会
矢
吹
一
治
会
長
ハ
県
統
計
調
査
員
協

稲

様

荷

写
真
上
は
、
小
高
舘
山
に
記
ら
れ
て

い
る
Y
家
の
稲
荷
様
で
あ
る
。
竹
薮
の

中
の
足
場
が
悪
い
、
し
か
も
崖
っ
ぷ
ち

の
危
険
な
所
に
記
ら
れ
て
い
る
。

数
年
前
の
こ
と
、

Y
家
の
近
親
者
男

性
が
正
体
不
明

J

の
病
魔
に
と
り
β

つ
か

れ
、
ど
こ
の
医
者
に
か
か
っ
て
も
治
ら

議
会
理
事
)
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
会

則
の
設
定
、
役
員
の
選
任
な
ど
を
行
な

い
盛
会
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し

た。
次
の
方
々
が
役
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
、
今
後
の
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。会

長
副
会
長

監

事

会

計

幹

事

小

針

英

章

(

中

)

須

釜

信

好

ハ

吉

〉

仁
井
田
保
雄
(
竜
崎
〉

塩
津
田
田
久
ハ
南
須
釜
)

溝
井
賢
彦
ハ
小
高
〉

大
和
田
義
幸
ハ
企
画
課
〉

車

田

保

(

h

H

)

p
k

、0

4
j
h

、vワ
カ
様
に
う
ら
な
っ
て
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
、
本
家
の

Y
家
の
稲
荷
様
の
出
入

口
の
穴
が
ふ
さ
が
っ
て
い
る
た
め
だ
、

と
の
お
告
げ
で
あ
る
。

早
速
Y
家
で
は
そ
の
出
入
口
附
近
を

掃
除
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
男
子
の
病
気

が
全
快
し
た
。

写
真
下
は
僅
か

3
m
の
焼
き
物
の
キ

ツ
ネ
で
あ
る
。

今
か
ら
一
)
一
千
余
年
前
、

K
家
の
庭
先

に
こ
の
キ
ツ
ネ
が
こ
ろ
が
っ
て
い
た
。

そ
れ
志
向
家
の
男
の
子
が
遊
ん
で
い
る

う
ち
に
見
つ
け
た
も
の
で
、
全
く
損
傷

湯
た
ん
ぽ

贈
り
物
大
好
評

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
加
藤

化
成
さ
ん
か
ら
の
湯
た
ん
ぽ
の
贈

り
物
は
、
三
月
末
ま
で
に
三
四
六

倍
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
お

年
寄
の
方
に
は
大
変
荒
川
ば
れ
て
い

ま
す
。老
人
ク
ラ
ブ
会
員
や
寝
た
き
り

老
人
の
方
、
長
期
療
養
を
し
て
い

る
方
々
で
希
望
が
あ
る
場
合
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
(
社
会
福
祉
協
)

あ
り
が
と
う

こ
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
か
ぺち
、
社
会
福
祉
活

動
資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

・
四
辻
新
国
の
塩
田
豊
次
郎
さ
ん

よ

り

二

万

円

し
て
お
ら
ず
、
完
全
な
姿
で
あ
る
こ
と

は
奇
跡
的
で
あ
る
。

ト
師
に
よ
れ
ば
、
京
都
か
ら
来
た
清

明
稲
荷
と
称
す
る
稲
荷
様
だ
と
の
こ

ル」。
K
家
で
は
家
内
安
全
の
守
護
神
と
し

て
神
棚
に
一
棟
の
神
殿
の
中
に
手
厚
く

お
紀
り
し
て
い
る
。

こ
の
外
ま
だ
幾
つ
か
の
事
例
を
耳
に

し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
お
話
し
を

ご
存
じ
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
る
よ
う

お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

(
岩
谷
)

今
月
は
東
部
地
区
の
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
身
近
な
行
政
窓
口
で
も

あ
る
須
釜
支
所
を
紹
介
し
ま
す
。

須
釜
支
所
は
宗
形
支
所
長
外
三
名

の
職
員
で
、
み
、な
さ
ん
の
生
活
に
直

須釜支所のみなさん
接
関
係
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

戸
籍
、
住
民
登
録
事
務
を
は
じ
め
、

印
鑑
登
録
及
び
証
明
、
国
民
年
金
や
健

康
保
険
の
手
続
き
な
ど
が
主
な
仕
事
の

内
容
で
す
。
ま
た
、
村
税
等
の
出
納
事

務
も
あ
つ
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
役

場
の
住
民
課
と
税
務
課
を
兼
ね
そ
な

え
た
総
合
窓
口
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

支
所
と
併
設
し
て
須
釜
公
民
館
が

あ
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
い
ろ
い

ろ
な
会
合
や
教
室
開
催
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
文
化
活
動
の
場
と
し

て
み
な
さ
ん
と
さ
ら
に
密
着
し
た
も

の
へ
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
窓
口
と
し
て
、
不
使
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
と

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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県
海
外
派
遣
事
業

「
若
人
の
翼
」

「
若
人
の
翼
」
は
、

'国
際
化
す
る
社

会
に
お
い
〈て
、
地
域
枯
却
で
積
極
的
に
活

躍
し
ゅで
けい
けお
県
内
内の
勤
労
青
年
を
海
外

に
派
遣
し
、
一
国
際
親
善
や
海
外
研
修
を

通
じ
て
、
国
際
的
視
野
を
広
め
る
。

さ
ら
に
は
~
青
年
リ

l
F
ー
と
し
て

の
指
導
力
の
向
上
と
、
地
域
社
会
等
で

の
一
層
の
社
会
参
加
活
動
を
促
オ
こ
と

を
目
的
に
、
次
の
要
領
で
団
員
を
募
集

し
ま
す
。

大
募
集
人
員

一
般
団
員
均
名
以
内

班
長
ロ
名
以
内

女
応
募
資
格

ω国
籍
、
年
令

日
本
国
籍
を
有
し
、
県
内
に
居
住

し
て
い
る
方
。

・
一
般
団
員
・
:
:
-
m
歳

l
m歳

・
班
長
:
:
:
お
歳

i
お
歳

幼
青
少
年
団
体
の
活
動
等

・
健
全
芯
青
少
年
団
体
、

F
ル
1
プ

等
に
加
入
し
、
積
極
的
に
活
動
し

よらす議議お111111111111111111111 1 983 .4 111111111111111111111111111111111111111111川111111111111111111111111111111111

戸
籍
や
住
民
票
の

手
数
料
が
改
正

こ
の
た
び
、
戸
籍
手
数
料
設
び
諾
証

明
の
料
金
が
改
正
さ
r

れ
、
四
月
一
日
か

ら
実
施
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

改
正
さ
れ
る
お
も
な
も
の
は
1
J

次
の

衰
の
と
お
り
で
す
。

団
員
募
集

で
い
る
方

・
国
・
県
・
市
町
村
等
が
主
催
す
る

青
少
年
に
関
す
る
研
修
に
参
加
し

た
と
と
の
あ
る
方

以
上
の
よ
う
な
方
で
、
帰
国
後

地
域
社
会
、
職
場
等
す
引
き
続
き

青
少
年
団
体
等
で
活
躍
の
で
き
る

方
で
す
。

女
派
遣
地
域

派
遣
先
は
欧
州
と
し
、

3
コ
l
ス

を
設
け
る

女
派
遣
時
期
及
び
期
間

昭
和
回
年
目
月
訪
日
〈
日
〉
J
昭
和

田
年
目
月
初
日
町
日
〉
ま
で
の
日
目

黒
羽
'
t
F
E
E-

大
応
募
期
間

4
月
1
日
代
金
〉
J

4
月
初
日
ハ
土
)

宵
そ
の
他

応
募
を
希
望
さ
れ
る
方
や
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
、
公
民
館
か
住
民

課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
の

更
新
手
続
き
は
早
自
に

昭
和
五
十
八
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
を
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

四
月
初
め
に
局
、
又
は
県
か
ら
送
付

さ
れ
る
申
告
書
用
紙
と
記
入
要
領
を
よ

く
読
ん
で
、
五
月
十
五
日
ま
で
に
自
主

申
告
、
自
主
納
付
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

更
新
の
手
続
き
は
、

最
寄
り
の
金
融

機
関
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
な

ど
で
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
自
に

済
ま
し
て
く
だ
さ
い
。

福
島
労
働
基
準
局

福
島
県
商
工
労
働
部

住
民
課
衛
生
関
係

事

業

予

定

6
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水
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時

1
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生
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投
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改
セ
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タ
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1

時

1
2時
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日
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木
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献
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来
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ロ
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検
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区" " 村のようす

(58年 3月1臼現在〉

1，516戸(+2) 世帯数

7，486人〈ー 2)

3，670人(ー1)

口

男

人

3，816人(-1) ~ 女

〈
福
島
地
方
気
象
台
発
表
〉

高
気
圧
に
すお
お
わ
れ
て
穏
や
か
な
日

が
多
い
で
し
一却
す
J

ふ
か
し
ベ以
後
半
は
滞
え
込
み
の
強
い

日
が
あ
り
、
晩
霜
に
ほ
一注
意
が
必
要
で

し
ょ
う
。
月
平
均
の
気
温
は
平
年
よ
り

や
や
高
く
、
降
水
量
は
平
年
並
の
見
込

み
で
す
。

後

編

集

記

広
報
た
ま
か
わ
も
昭
和
田
十
年
六
月

一
日
に
第
一
号
を
発
行
L
て
以
来
、
今

月
で
ニ

O
O号
を
迎
え
ま
し
た
。

村
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
や
話
題
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
み
な
さ
ん

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

た
め
、
二
歩
、
三
歩
と
前
進
し
、
充
実

し
た
紙
面
づ
丈
り
に
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
今
月
か
ら
表
紙
の
題
字
を
変

え
、
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
ま
し
た
。

新
し
い
村
づ
く
か
。を
目
指
し
、
玉
川

村
の
豊
か
な
未
来
が
字
体
か
ら
く
み
と

っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

今
後
と
も
ぴ
指
導
を
主
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

d民d、，・、




